
笠
間
芸
術
の
森
公
園
で
親
子

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

笠
間
芸
術
の
森
公
園
の
中
で
自

然
に
ふ
れ
、
季
節
を
感
じ
な
が

ら
、
家
族
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し

ま
せ
ん
か
？　

推
理
を
し
た
り
視

点
を
変
え
た
り
、
そ
の
ひ
ら
め
き

が
ゴ
ー
ル
へ
の
道
し
る
べ
。

　

い
つ
も
の
公
園
か
ら
新
し
い
景

色
が
き
っ
と
発
見
で
き
ま
す
よ
。

日
時
▼
3
月
28
日
㊐
午
後
1
時
〜

4
時

場
所
▼
笠
間
芸
術
の
森
公
園

募
集
対
象
▼
小
学
生
親
子
15
組

（
1
組
5
名
ま
で
）

申
込
期
限
▼
3
月
12
日
㊎

※
参
加
費
無
料

都
市
計
画
課
（
内
線
5
8
6
・

5
8
7
）

笠
間
市
企
業
活
動
緊
急
支
援

補
助
金
に
つ
い
て

　

緊
急
的
な
経
済
悪
化
措
置
と
し

て
、
市
内
企
業
が
行
う
設
備
投
資

お
よ
び
従
業
員
の
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
あ
た
り
、
福
利
厚
生

施
設
等
を
整
備
さ
れ
た
企
業
に
対

し
て
、
施
設
整
備
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
交
付
し
ま
す
。（
単
年
度

1
企
業
の
限
度
額
は
3
0
0
万
円
）

補
助
対
象
経
費
▼
事
業
に
要
す
る

額
が
最
低
1
0
0
万
円
以
上

対
象
施
設
▼
付
属
福
利
厚
生
施
設

（
食
堂
、
休
憩
室
等
）、
託
児
所
、

託
老
所

申
請
時
期
▼
事
業
に
着
手
前
に
交

付
申
請
を
行
い
、
整
備
実
施
年
度

に
交
付
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
（
内
線
5
1
6
）

か
さ
ま
の
陶
雛
「
桃
宴
」
関

連
企
画
の
ご
案
内

■
２
０
１
０
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー

ド
親
子
び
な
展

　

笠
間
市
内
の
幼
稚
園
児
が
親
子

で
作
っ
た
雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

紙
粘
土
で
作
っ
た
個
性
あ
ふ
れ
る

お
雛
様
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド

を
彩
り
ま
す
。

日
時
▼
１
月
27
日
㊌
〜
３
月
３
日
㊌

場
所
▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
内
協

賛
店
舗

■
笠
間
発
見
伝
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

「
人
間
国
宝　

濱
田
庄
司
企
画
展

と
真
壁
・
笠
間
の
雛
ま
つ
り
の
競

演　

バ
ス
ツ
ア
ー
」

コ
ー
ス
▼
陶
芸
美
術
館
「
濱
田
庄

司
企
画
展
」
↓
か
さ
ま
の
陶
雛
↓

桃
宴
オ
リ
ジ
ナ
ル
い
な
り
寿
司
の

昼
食
↓
真
壁
の
ひ
な
祭
り

日
時
▼
２
月
６
日
㊏
〜
３
月
３
日
㊌

※
実
施
し
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

※
料
金
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

㈳
笠
間
観
光
協
会

℡
０
２
９
６
（
７
２
）
９
２
２
２

い
ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

　

県
内
全
市
町
村
と
県
、
交
通
事

業
者
お
よ
び
関
係
団
体
に
よ
り
構

成
す
る
「
茨
城
県
公
共
交
通
活
性

化
会
議
」
で
は
、
2
月
か
ら
3
月

に
か
け
て
「
い
ば
ら
き
公
共
交
通

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
地
域
公

共
交
通
の
確
保
策
を
テ
ー
マ
と
す

る
「
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

や
「
県
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」
の
ほ
か
、「
駅
か
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
な
ど
、
地
域
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
茨
城
県
公
共
交
通

活
性
化
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鉄

道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
い
ば
ら
き
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
新
し
い
情

報
を
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

■
県
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

一
斉
取
組
日
▼
2
月
17
日
㊌

茨
城
県
企
画
課
交
通
対
策
室

℡
0
2
9
（
3
0
1
）
2
5
3
6

http://w
w
w.koutsu-ibaraki.jp/

企
画
政
策
課
（
内
線
2
1
3
）

不
動
産
公
売
案
内

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に

よ
り
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
3
月
2
日
㊋
午
後
1
時
20

分
〜
2
時
（
受
付
／
午
後
0
時
50

分
〜
、
説
明
／
午
後
1
時
〜
）

場
所
▼
水
戸
合
同
庁
舎
内
2
階
大

会
議
室
（
水
戸
市
柵
町
1

－

3

－

1
）

公
売
対
象
不
動
産

売
却
区
分
番
号
▽
2
1

－

1
3
0

見
積
価
額
▽
2
百
96
万
円
（
公
売

保
証
金
30
万
円
）

財
産
の
表
示
（
登
記
簿
に
よ
る
表

示
）

﹇
物
件
1
﹈
所
在
／
笠
間
市
小
原

字
滝
川
、
地
番
／
4
7
1
3
番
、

地
目
／
宅
地
、
地
積
／
4
5
1
．

5
9
㎡

﹇
物
件
2
﹈
所
在
／
笠
間
市
小
原

字
滝
川
、
地
番
／
4
7
1
5
番
2
、

地
目
／
畑
、
地
積
／
1
7
㎡

﹇
物
件
3
﹈
所
在
／
笠
間
市
小
原

字
滝
川
4
7
1
3
番
地
、
家
屋
番

号
／
4
7
1
3
番
、
種
類
居
宅
／

構
造
木
造 

瓦
葺 

平
家
建
、
床
面

積
／
1
3
2
．
1
7
㎡

そ
の
他
▼

① 

物
件
1
は
、
物
件
3
の
敷
地
と

な
っ
て
い
る
。

② 
物
件
2
は
、
現
況
は
非
農
地
で

あ
り
、
物
件
1
へ
の
進
入
路
と

な
っ
て
い
る
。

③ 

物
件
3
は
平
成
元
年
月
日
不
詳

新
築
。
当
該
建
物
は
所
有
者
に

よ
り
居
宅
と
し
て
占
有
使
用
さ

れ
て
い
る
。

④
電
気
・
上
水
道
整
備
済
。

⑤
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
（
茨

城
県
水
戸
合
同
庁
舎
内
）

℡
0
2
9
（
2
2
5
）
1
2
2
1

http://w
w
w
.ibaraki-sozei.jp/

求
人
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
間
へ

　

厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
の
中
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
間
で
は
、
求
人

が
大
変
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
お
け
る
有
効
求
人
倍
率

は
、
0
・
3
6
倍
（
求
職
者
に
対

す
る
求
人
の
割
合
）
と
雇
用
環
境

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
各
種
雇
用
施
策

を
活
用
し
、
雇
用
維
持
や
再
就
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、

求
人
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、「
求

人
開
拓
推
進
員
」
が
訪
問
し
、
人

材
確
保
等
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し

ま
す
。

　

な
お
、
従
業
員
と
し
て
雇
い
入

れ
た
場
合
、
各
種
補
助
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
間
求
人
担
当

℡
0
2
9
6
（
7
2
）
0
2
5
2
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平
成
22
年
度
県
民
交
通
災
害

共
済
加
入
者
募
集
中

　

県
民
交
通
災
害
共
済
加
入
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
共
済
は
、

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

年
会
費
▼
大
人
9
0
0
円
、
中
学

生
以
下
5
0
0
円

共
済
期
間
▼
平
成
22
年
4
月
1
日

（
4
月
1
日
以
降
の
加
入
は
、
申

込
み
の
翌
日
）
〜
平
成
23
年
3
月

31
日

対
象
事
故
▼
国
内
の
道
路
上
を
運

行
中
の
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
な
ど
の
交
通
事
故

申
込
方
法
▼
本
所
（
友
部
地
区
）・

笠
間
支
所
（
笠
間
地
区
）・
岩
間

支
所
（
岩
間
地
区
）
に
加
入
申
込

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い

の
地
区
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
平
成
22
年
1
月
1
日
現
在
の
住

民
登
録
）

※
加
入
申
込
書
の
送
付
は
し
ま
せ
ん
。

・

市
民
活
動
課
（
内
線

1
3
5
）、笠
間
支
所
生
活
課
（
内

線
7
2
1
2
1
）、
岩
間
支
所
生

活
課
（
内
線
7
3
1
6
2
）

水
戸
市
市
制
施
行
1
2
0
周
年
・

水
戸
藩
開
藩
4
0
0
年
記
念　

第
1
1
4
回
水
戸
の
梅
ま
つ
り

（
水
戸
市
）

　

水
戸
の
春
は
梅
の
花
か
ら
。
季

節
や
わ
ら
ぐ
早
春
に
ち
ら
ほ
ら

と
咲
き
出
す
花
々
が
、
水
戸
に
少

し
早
い
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ

ま
す
。
各
観
梅
デ
ー
と
3
月
6
日

に
は
、
野
点
茶
会
や
野
外
琴
の
会
、

ひ
な
流
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
催
さ
れ
ま
す
。
早
春
の
香
り

に
誘
わ
れ
て
花
の
旅
に
出
か
け
ま

せ
ん
か
。

期
間
▼
2
月
20
日
㊏
〜
3
月
31
日
㊌

第
1
観
梅
デ
ー　

2
月
21
日
㊐

第
2
観
梅
デ
ー　

2
月
28
日
㊐

第
3
観
梅
デ
ー　

3
月
7
日
㊐

第
4
観
梅
デ
ー　

3
月
14
日
㊐

第
5
観
梅
デ
ー　

3
月
21
日
㊐

第
6
観
梅
デ
ー　

3
月
28
日
㊐

会
場
▼
偕
楽
園
、
弘
道
館

■
「
漫
遊
（
ボ
ン
ネ
ッ
ト
）
バ
ス
」

の
運
行 

運
行
日
▼
2
月
21
日
㊐
・
27
日
㊏
・

28
日
㊐
、3
月
6
日
㊏ 

・
7
日
㊐
・

13
日
㊏
・
14
日
㊐　

料
金
▼
無
料

周
遊
地
▼
偕
楽
園
・
徳
川
博
物
館
・

水
戸
市
植
物
公
園
・
県
立
歴
史
館
・

水
戸
芸
術
館
・
弘
道
館
・
京
成
百

貨
店

■
弘
道
館
「
正
門
」
特
別
開
放

期
間
▼
2
月
20
日
㊏
〜
3
月
28
日

㊐
の
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

水
戸
の
梅
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
水
戸
観
光
協
会
）

℡
0
2
9
（
2
2
4
）
0
4
4
1

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
（12月22日）

【施設モニタリング】
　環境保全事業団より、施設モニタリング、排ガスの維持管理
および浸出水の放流に係る資料の提出を求め、その資料に基づ
きモニタリング結果の報告および維持管理状況の説明を受けた。
① 最終処分場の浸出水処理水【9月～11月分：定期モニタリン
グ・常時監視】については、全ての項目で下水道の排除基準
値を下回った。また、流入水についても、水質に大きな変化
はなかった。
② 地下水【9月～11月分：定期モニタリング・常時監視】につ
いては、最終処分場の地下水集排水管水は、全ての項目で環
境基準値を下回った。また、4箇所のモニタリング井戸の3
井戸で環境基準および水道水質基準を超えている月があった
が、過去のデータと比較して大きな変動はなかった。常時監
視についても、水質に大きな変化がなかった。
③ 溶融処理施設の排ガス常時監視【9月～11月分】については、
最大値でばいじん以外の項目で硫黄酸化物、塩化水素、窒素
酸化物、一酸化炭素が自主管理基準値を超えた日があった。
なお、法定基準値は全ての項目で満足している。

【監視結果】
　溶融処理施設の排ガスについては、最大値で自主管理基準値
を超えている日があることから、特に今回は、運転管理委託会
社からも運転状況についての説明を受けた。同時に、事業団に
おいて引続き改善策を講じ維持管理を徹底するよう求めた。
【次回の監視活動】
　廃棄物の受入・溶融処理対象物・直接埋立廃棄物・含有金属
等の判定

2月11～20日／
福祉作文「一人一人の心で」
2月21～28日／
笠間の民話「雨ふり桜」
3月1～10日／
ひがし支部だよりから
「長寿者との対話と食事会」

■固定資産税　４期

納付期限
　3月１日（月）
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